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拐
の
胡
態
麟
は
、
梅
発
問
問
の
詩
に
t

謝
し
て
、
次
の
許
諾
を
輿
え
て
い
る
。

梅
詩
和
平
筒
速
、
淡
而
不
枯
、
渡
市
有
刻
、
寅
篤
宋
人
之
冠
、
問
時
十
王
右
丞
者
橋
聖
食
。
ハ
詩
薮
)

こ
れ
は
、
梅
詩
の
批
評
と
し
て
、
代
表
的
な
一
一
一
一
口
と
い
え
る
が
、
し
か
し
な
お
い
く
つ
か
の
問
題
駄
を
含
ん
で
い
る
。

ま
す
第
一
に
は
、
梅
詩
が
和
平
簡
遠
の
詩
夙
に
お
い
て
宋
詩
の
冠
一
と
さ
れ
て
い
る
結
で
あ
る
。
綜
義
思
は
い
わ
ゆ
る
卒
淡
の
詩
問
、
に
お
い
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次
郎
博
士
は
宋
詩
の
特
色
を
、
紋
述
性
(
散
文
化
)

て
、
宋
詩
を
開
い
た
詩
人
で
あ
る
と
す
る
の
が
、
大
方
の
文
問
時
十
史
の
評
演
で
あ
る
が
、
決
し
て
卒
淡
の
面
の
み
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
古
川
幸

・
生
活
へ
の
密
着
〈
題
材
の
撰
大
)

社
命
問
に
関
す
る
批
判
の
詩
が
普
遍
的
〉

-
連
帯
感
〈
散
命
同
の
良
心
で
あ
ろ
う
と
す
る

i
政
治

・
悲
亥
の
止
一
揚
・
お
l

静
の
獲
得
な
ど
の
黙
に
要
約
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
宋
詩
の
公
約
数
的
特
色
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
濃
度
の
差
こ
そ
あ
れ
す
で
に
格
詩
に
含
有
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
栴
詩
の
も
つ
そ
れ

ら
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
箆
文
生
氏
が
論
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
宋
詩
に
普
遍
的
で
あ
り
な
が
ら
、
格
詩
に
お
い
て
は
あ

-
哲
率
性
(
理
知
の
表
出
〉

ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
連
帯
感
に
つ
い
て
、
梅
桑
庄
が
ど
の
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
い
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
は
詩
の
存
在
償
値
を

い
か
に
考
え
て
い
た
か
に
か
か
わ
る
根
本
問
題
で
も
あ
り
、
格
詩
が
異
に
宋
詩
の
冠
で
あ
る
か
ど
う
か
を
も
明
ら
か
に
す
る
熱
で
あ
る
か
ら
で

占
め
る
。
第
二
の
問
題
黙
は
、
王
維
を
率
ぶ
と
い
う
黙
で
あ
る
。
治
決
詩
誌
に
は
「
唐
人
の
卒
淡
の
庭
を
皐
ぶ
」
と
い
い
、
椅
桑
医
は
賠
詩
人
の
卒
淡



な
も
の
を
範
と
し
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
梅
詩
の
特
色
を
卒
淡
と
の
み
見
る
所
か
ら
く
る
二
知
的
な
見
方
で
し
か
な
い
。
梅

の
よ
う
な
詩
人
に
傾
倒
し
、
範
と
し
て
い
た
か
。
こ
の
黙
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
。

第
三
に
は
、

「
淡
市
不
祐
、
…
健
市
有
期
」
と
い
う
お
i

淡
の
鐙
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
梅
桑
箆
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
、

卒
淡
と
い
う
誌
が
意
味
す
る
の
は
何
か
と
い
う
熱
で
あ
る
。
梅
尭
庄
の
詩
叡
を
示
す
詩
句
、
宇
中
心
己
、
以
上
の
三
鈷
を
考
え
て
み
た

し、。

梅
読
ん
慌
の
詩
綴

の
詩
人
と
し
て
、
社
禽
人
と
し
て
の
出
設
は
、
一
ニ
十
歳
で
河
南
の
主
簿
と
な
り
諮
問
慨
に
出
た
時
に
始
ま
る
と
一
言
っ
て
よ
い
。
務
陽
に

居
た
の
は
傑
か
一
年
で
あ
り
、
そ
の
後
は
長
い
地
方
官
廻
り
を
績
け
る
の
で
あ
る
が
、
洛
陽
滞
在
中
に
、
嘗
時
の
諮
問
防
留
守
で
あ
っ
た
銭
惟
演

(
の
ち
に
宰
相
と
な
る
)
に
、
忘
年
の
交
り
を
求
め
一
ら
れ
る
ほ
ど
の
許
債
を
受
け
、
多
く
の
著
名
の
士
、
乙
交
遊
を
も
ち
、
歌
隊
修
と
も
友
情
を

結
ん
だ
。
こ
う
し
た
中
央
詩
壇
と
の
鰯
れ
合
い
が
、
彼
の
詩
に
一
つ
の
方
向
を
輿
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

宋
初
に
は
、
晩
腐
の
李
瀦
絵
、
な
宗
と
す
る
西
山
見
畿
の
詩
が
流
行
し
て
い
た
コ
そ
の
一
一
一
討
は
華
麗
¥
な
劉
句
や
典
故
に
一
軍
き
を
置
く
あ
ま
り
、
持
に

は
難
解
で
意
味
が
遁
じ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
表
現
形
式
ば
か
り
に
重
黙
を
お
く
と
内
容
が
空
疏
に
な
る
弊
害
が
生
じ
て
く
る
。
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人
と
し
て
そ
の
よ
う
な
詩
風
に
反
援
す
る
所
か
ら
出
後
し
た
の
で
あ
る
。

正
如
論
鍛
頭
厚
皮
雌
然
佳
俗
物
己
可
中
一
一
祉

宛
陵
先
生
集

/ω

b

d

-

I

U】
『

J
-
1「

J
ノ

¥

こ
の
よ
う
な
詩
壊
の
現
政
に
針
す
る
認
識
、
字
法
中
絡
に
掛
す
る
歎
き
は
、
一
討
を
正
し
い
形
に
も
ど
す
べ
き
だ
と
す
る
意
識
を
生
み
出
す
。

我
於
詩
一
一
一
荷
量
徒
爾
図
事
激
風
成
小
篇
(
中
略
〉

i
!
辞
縦
一
浅
摺
娯
刻
苦
未
到
二
殺
未
忍
損

y

-

¥

喜
袈
円
安
予
怠
J

区
箆
物
象
勝
炉
年
戸
品
位
一
一
十
五
)

、
;

a

c

;

:

;

:

l

h

手
ヘ
等
、
協
州
駄
揚
永
叔
J

不
抽
出
問
見
女
部
閣
不
作
屈
月
…
一
一
同
f

程

二

十

六

」

西
山
見
様
の
詩
、
児
女
の
議
、
風
月
の
詩
な
ど
は
彼
の
求
め
る
所
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は

安
一
収
唐
季
二
三
子

eT円

¥
F
E三

官
ノ
グ
I
l
dづ

字
い
窓
獄
中
紹
(
警
忠
実
叔
町
内
翰

己
、
こ
と
ぼ
の
あ
そ
び
、
つ
れ
づ
れ
の
す
さ
び
に
遇



ぎ
な
い
。
彼
は
刻
苦
し
な
が
ら
も
「
二
雅
」
を
作
ら
ん
と
願
う
の
で
あ
る
。
一
一
雄
と
は
詩
'
経
の
小
雅
・
大
雅
の
務
で
あ
り
、
内
容
と
し
て
は
、
天

子
諮
侯
が
賓
客
を
宴
す
る
時
の
柴
歌
を
集
め
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
宇
一
疏
に
「
王
者
の
政
殺
を
述
べ
る
i

一
も
の
と
す
る
の
が
、
儒
家
的
理
解
で

あ
り
、
詩
人
の
俸
統
的
意
識
な
の
で
あ
る
。
詩
は
社
舎
の
批
評
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
詩
視
で
あ
る
。
李
白
が
「
大
雅
久
し
く
作
ら
ず
、

つ

い

の

苦
衰
え
な
ば
覚
に
設
か
陳
べ
な
ん
」
(
古
風
其
一
〉
と
い
う
の
と
同
じ
意
識
と
考
え
て
よ
い
。

詩
教
始
二
南

皆
著
緊
聖
跡

後
世
覚
頭
裁

破
砕
鑓
刀
尺

我
議
強
迫
倣

ヘ
選
一
呉
長

J

翠
龍
成
蛾
揚
戸
ム
一
向
人
持
金
)と
い
う
の
は
、
関
般
の
序
に
「
周
南

「
詩
の
教
え
は
溺
風
の
周
南
・
召
南
の
『
一

召
南
正
始
之
進
、
主
化
之
基
」
と
あ
る
よ
う
に
、
詩
は
魚
政
者
の
教
化
の
あ
と
を
述
べ
る
も
の
だ
と
す
る
問
え
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

よ
り
始
ま
り
、
み
な
裂
賢
の
跡
を
若
わ
し
た
も
の

の
考
え
方
が
総
合
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
次
の
詩
で
あ
る
。

聖
人
於
詩
一
一
一
一
口

脅
不
等
英
中

屈
原
作
離
綴

苅
吋
一
尋
}
司
「
庁
街
H
的

問
μ
4
9戸
句
、

J
4
f
l
、4ν

因
物
輿
以
遁

償
世
嫉
邪
意

ヨ
土
、
一
日
」
喜
一
-

HH
つ
J
H胞内
i
J

是
之
謂
図
風

雅
意
及
開
制
篇

刺
諮
〈
亦
道
向

不
溺
識
鳥
獣

¥
一
等
刊
祝
日
白
人
々
出
向

1

ノ
導
若
2
1
一言

i
i
s
『

3
仔
守
立
中
正
な

ロフ
J
J
L
衣
服
甘
綜
刊
し
桜
山
門

経
営
唯
切
偶

祭
料
因
一
被
蒙

遂
使
世
上
人

遜
来
道
綴
爽

只
田
一
一
懇
充

有
作
皆
一
一
一
一
口
空

煙
雲
寓
形
象

蕊
丹
一
詠
青
紅
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市
震
文
字
工

自
友
其
志
窮

寄
在
草
木
議

以
巧
比
戯
突

j
'
Jしゅ
p
r
A
同
色
町
州
日
間

lJ
出
盛
れ
μ
n
dふキ

援
一
史
一
何
随

甘
用
無
一
一
一
一
口
絡
(
後
略
〉
〈
答
韓
三
子
部
十
韓
五
持
関
韓
六
五
汝
見
熔
述
詩
、
袋
二
十
セ
〉

詩
を
、

ぺ
大
'
闘
に
命
じ
詩
を
陳
べ
し
め
て
、
以
て
民
風
を
納
税
る
」
(
強
記
・
王
制
〉

よきコ、

ヱ
口
辻
詩
を
釆
る
の
官
有
り
。
王
者
が
風
俗
を
叡
て
得

失
を
知
り
自
ら
考
正
す
る
所
以
な
り
」

と
い
っ
た
功
用
に
お
い
て
そ
の
存
在
僕
値
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
屈

原
以
来
、
比
験
的
表
現
に
震
結
を
お
く
あ
ま
り
、
技
巧
に
は
し
り
、
表
現
投
巧
の
み
の
詩
に
堕
し
て
い
る
の
を
歎
く
宙
開
に
は
、
風
雅
頚
の
詩
篇

を
表
現
と
内
容
の
調
和
の
と
れ
た
理
想
的
な
詩
と
見
る
意
識
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
の
詩
に
詩
経
の
語
を
血
(
故
と
し
た
詩
句
が
あ
/
い
の
も

わ
ず

そ
の
故
で
あ
ろ
う
。
彼
は
続
年
、
縁
者
で
も
あ
る
王
安
石
に
詩
粧
の
講
義
を
し
て
や
っ
、
ま
た
「
動
動
我
に
問
う
詩
の
小
停
、
題
風
緩
か
に

る
就
般
の
章
」
(
得
王
介
」
用
品
約
山
梨
M

巻
五
十
五
)
と
一
一
一
一
口
う
よ
う
に
、

「
毛
詩
小
俸
二
十
程
一

い
て
い
る
の
も
詩
経
へ
の
傾
倒
の
た
め
な
の
で

あ
る
。
一
一
府
の

求
め
る
彼
の
意
識
の
根
底
に
ほ
、
文
に
お
け
る
復
古
運
動
の
如
く
、

お
し
い
て
も
復
古
を
笠
現
さ
せ
よ
う
と
い



う
志
向
が
ひ
そ
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
詩
に
犠
家
的
功
用
を
認
め
る
の
は
、
彼
が
関
学
者
で
も
あ

引
、
下
級
官
吏
な
が
ら
政
治
機
構
の
一
端
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
と
、
さ
ら
に
背
景
と
し
て
、
周
敦
顕
(
一

O
一七

i
一
O
七
一
一
一
〉
な
ど
の
「
文

は
道
を
載
す
所
以
な
り
」
と
い
う
、
文
壌
を
孔
孟
の
道
を
積
む
車
だ
と
す
る
裁
選
涯
の
文
率
競
が
思
想
界
に
流
れ
て
い
た
た
め
だ
と
患
わ
れ

一
致
歌
租
宗
之
功
徳

る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
治
接
的
な
狸
白
か
ら
J

ば
か
り
で
は
な
い
。
彼
が
自
ら
の
詩
を
、

述
雄
策
之
整
容

笠
被
朱
絃
以
薦
清
瀬

ハ
奨
議

巻
六
)

と
い
う
の
は
、
詩
の
存
在
使
値
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
官
吏
と
し
て
よ
り
も
詩
人
と
し
て
の
'
自
己
の
存
在
に
意
義
を
認
め
よ
う
と
す
る

の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
世
に
果
、
す
べ
き
自
ら
の
責
務
を
詩
人
で
あ
る
こ
と
に
求
め
る
積
極
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
詩
は
、
社
禽
、
関
家
の
た
め
に
L

あ
る
べ
き
だ
と
す
る
意
識
は
、
格
実
庄
の
眼
を
人
民
の
生
活
に
伺
か
わ
せ
る
。
古
来
、
政
治

の
あ
り
か
た
を
直
接
論
ず
る
よ
り
も
、
政
治
の
諮
問
惑
を
反
映
す
る
鏡
で
あ
る
人
民
の
姿
を
寓
し
取
り
、
上
に
知
ら
せ
る
の
が
詩
の
惇
統
的
な
方

法
で
あ
っ
た
。
二
十
年
も
の
問
、
地
方
官
を
縛
々
と
援
任
し
た
梅
実
直
に
と
っ
て
、
般
の
あ
た
り
に
見
る
人
民
の
生
活
は
、
彼
の
責
務
を
果
す

「
陶
者
」
(
各
回
)
「
岸
賛
」
(
袋
三
十
一
ニ
〉
「
小
村
」
〈
巻
三
十
四
〉
な
ど
の
小
品
か
ら
、
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ベ
き
主
要
な
詩
の
題
材
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、

貧
女
」
ハ
怨
七
〉
「
国
家
諾
」
(
各
五
〉

「
汝
境

な
ど
、
社
南
の
丘
ハ
率
行
や
三
吏
の
詩
を
忠
わ
せ
る
作
品
、
出
居
日
仰
の
新
柴
府
の
如
き
「
淘
一
梁
」
(
巻
十
七
)

お
こ
う
。

な
ど
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
つ
詩
人
の
限
は
人
民
ば
か
り
で
な
く
、
不
正
な
進
士
た
ち
に
も
向
け
ら
れ
る
。

一
つ
の
詩
を
翠
げ
て

間
進
士
版
茶

山
関
茶
盛
四
五
月

江
南
籍
販
如
制
約
狼

一
城
凶
少
社
間
関
山
儲
検

夜
行
作
除
如
刀
槍

進
士
の
茶
を
版
る
を
開
く
ハ
桂
一
一
一
十
四
)

iI 111 
南関
鱗芝茶
カミ は
に EE
j思うん

るな
こり
と
射
狼
の
如
し

四
五
月

7唄
凶
の
除少
を;仕
作なは

す棋
こ 0)

と i段
フユ を
槍閣
のし
京!J
し

夜
行



浮
浪
書
生
亦
安
利

史
笥
経
籍
篤
盗
袈

子
ニ
口
託
、
ぺ
凶
1
』
戸
、
日
や
芋
u
h
同
は

Z-
一

対
向
一
知
妥
当
由
主
iv

官
司
直
暗
儒
衣
裳

却
来
城
中
談
孔
孟

一
口
語
復
欲
非
発
揚

一
一
一
日
夏
雨
刺
昏
塾

五
日
炎
熱
議
皐
傷

百
端
得
銭
事
沼
環

屋
一
課
餓
嬬
無
鍛
糧

一
身
構
叡
一
乃
自
取

浮
浪
ぴ〉
三五草:

生
も
強亦
援す矛IJ
とを
j号な寅言
すり同

史
笥

京2
1千百

捕
獲
す
と
雌
も

宮津
司頭
vまの

菌与芸
Lつ iム
{箭
。コ
衣
装
を
l問
し
」
u 

言却
預つ
はて
夏{史城
下m ちにiコ
あ発に
れ湯来
ばをた
昏i:， ~Iô主り
製Zめ日て
をんは
刺と子し
り欲孟
すを

じ

13 
展
望ミ
の
餓銭炎
婦を熱
は得な
乃鍛5てれ
ち諾H 瀦ば
13み無3 負与皐
すごしを{努
か 事を
ら と議
取 する
るれ
もど

五
iヨ

鳴

)illlno

'
i
i
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勺

i
以
山
内
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一
身
の
蒋
鍍
一

持
相
の
賢
料

何
す
れ
ぞ
蛍
ら
ん

持
相
賢
科
何
溺
嘗

こ
の
よ
う
に
鋭
く
不
正
を
衝
く
の
も
、

「
国
家
語
」
の
序
に
ヰ
一
一
口
う
「
断
っ
て
国
家
の
一
一
一
一
口
を
録
し
、
次
し
て
文
を
依
り
、
以
て
採
詩
者
を
M
m
っ
と

一
五
う
」
詩
観
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
詩
は
こ
う
あ
る
べ
き
と
願
い
、
そ
れ
を
質
脱
獄
し
て
も
世
人
の
理
解
は
薄
か
っ
た
o
彼
の
存
命
中
に
編
ま
れ
ね
詩
集
の
序
に
、
欧
陽

修
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

昔
主
文
康
公
嘗
見
市
歎
田
、
二
百
年
無
比
作
余
。
畿
知
之
深
亦
不
来
駕
也
。
若
使
英
幸
得
用
於
朝
廷
、
作
銭
雅
額
以
一
詠
大
宗
之
功
徳
、
薦
ア
一

部
第
窮
者
之
詩
3

廼
徒
渓
於
議
魚
物
類
内
紛
愁
感
歎
之
一
一
一
一
口
、

清
廟
市
治
商
周
魯
議
之
作
者
、
量
不
偉
欺
c

奈
何
使
其
老
不
得
志
、

工
、
不
知
其
窮
之
久
市
絡
老
也
、
可
不
惜
哉
c



か
つ
て
の
宰
相
王
曙
(
文
康
公
)
は
「
英
詩
有
管
宋
遺
風
、
自
社
子
美
技
後
二

不
見
比
作
怠
〈
}
と
激
賞
し
た
が
、
梅
莞
患
は
中
央
に

い
ん
と
し
て
い
る
コ
世
人
も
彼
の
自
の
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
な
く
、
い
た
ず
ら

い
る
。
欧
陽
修
の
こ
の
歎
き
が
、
晩
年
の
橋
義
尽
を
科
翠
の
試
験
委
員
や
新
麿
警
の
編
纂
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
が
、
い
つ
ま
で
も
綴
く

下
級
官
吏
の
生
活
、
患
を
患
う
な
ど
身
畿
の
一
孝
え
、
加
う
る
に
最
愛
の
妻
子
を
相
い
つ
い
で
失
う
な
ど
、
公
私
南
西
の
挫
折
が
、
彼
の
詩
限
を

批
脅
か
ら
'
ゆ
司
法
の
事
へ
と
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
つ

お
い
て
用
い
ら
れ
る

か
つ
を
賞
し
て

の
五
十
九
年
の
、
北
宗
一
ニ
代
田
の
真
宗
の
成
卒
五
年
〈
一

0
0二
)
に
始
ま
り
、
四
代
自
の
仁
宗
の
嘉
結
五
年
〈
一

O
六

O
)
に

終
わ
る
が
、
蛍
時
は
宋
朝
の
基
殺
も
す
で
に
間
ま
り
、
政
治
・
文
化
の
権
蛍
者
と
し
て
、
深
い
閥
均
十
識
と
輩
、
か
な
詩
文
の
教
養
を
身
に
つ
け
た
進

士
出
身
者
連
が
笠
場
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
彼
は
翰
林
侍
一
税
率
土
に
ま
で
上
っ
た
叔
父
格
説
の
お
か
げ
で
、
任
子
の
特
典

に
あ
ず
か
り
、
宮
市
〈
と
し
て
出
獲
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
受
身
の
出
渓
は
、
一
彼
に
二
十
年
徐
の
下
積
み
の
官
吏
生
活
を
徐
儀

な
く
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
北
宋
中
、
護
士
及
第
者
が
最
も
お
/
い
持
で
あ
り
、
貴
族
政
治
の
名
E

残
り
で
あ
る
任
子
出
身
な
ど
冷
遇
さ
れ
る
時

( 58 ) 

勢
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
G

檎
義
肢
は
二
十
六
歳
の
時
、
太
子
箆
客
謝
滋
の
娘
を
姿
る
が
、
謝
氏
と
の
姻
戚
関
係
に
よ
っ
て
、
歓
陽
修
・
王
安
石
・
寅
庭
竪
と
も
つ
な
が

り
を
も
つ
こ
と
と
な
る
。
彼
に
と
っ
て
詩
の
良
き
理
解
者
を
得
る
悶
と
な
り
、
十
八
年
間
音
楽
を
共
に
し
た
棄
の
謝
氏
を
失
っ
た
の
は
、
詩
人

〈コ

(
悼
亡
」
三
百
ハ
巻
十
〉
を
作
ワ
萎
を

の
悲
哀
は
そ
の
誌
に
達
す
る
。

?31 

の
時
、
部
ち
滋
腐
四
年
(
一

O
回
目
〉
七
月
七
日
、
汗
京
に
赴
く
技
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

じ
ゃ
3
じ
φ
3

い
た
む
悲
し
み
の
上
に
、
さ
ら
に
同
じ
月
の
う
ち
に
次
男
の
十
十
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
の

哀
し
み
を
脅
す
ハ
巻
十
〉

叉
復
喪
我
子

天
銃
爽
我
一
安

一
柄
限
雌
未
枯

南
j浪

ゴそ=我
ずご m が
枯子
れミど
ず喪
とせ
難つ
も



片
心
終
欲
死

日
ー
を
¥
也
コ

~
目
ず
じ
ノ

j
d
l

珠
況
入
海
底

赴
海
可
見
珠

堀
地
可
児
水

喰
人
蹄
泉
下

高
古
知
己
怠
〈

前
腕
問
嘗
開
設

ム
伝
-
H
E

リ
仲
立
コ
ヨ
白

紙
怜
M
f
l剥
税
制
什
叶
g
d
ス

ムー、い
'

J

 

ーさ絡
に
死
せ
ん
と
欲
す

5
まい，
K

J
て
約
百
ニ
ス
り

司
{
?
?
4
t
j
ベ:"ノ

地 i毎珠
をに沈
掠l58:み
れけて
ばば潟
水珠 j定
ををに
見見入
o 。る
可ベ可ベと
ししも

j寓芸高 i准
を古人
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カ3 ば
存i]
う
fミ
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ざ

集
ヰ
せ
り

鑑
中
の
鬼

深
い
悲
し
み
の
詩
で
あ
る
。
と
り
残
さ
れ
た
我
が
身
の
寂
実
に
た
え
き
れ
ず
、
世
に
こ
れ
以
上
の
苦
し
み
は
な
い
(
悼
亡
)
と
歎
い
て
い
る
。

こ
シ
』
イ
"

こ
う
し
て
詩
人
の
限
は
家
族
に
注
が
れ
、
悲
友
を
さ
そ
う
思
い
出
が
執
劫
に
く
り
か
え
さ
れ
る
。
そ
の
詞
は
生
々
し
い
。
涙
(
各
十
〉
、
駄
目
舟

( 59 ) 

中
有
感
(
巻
十
〉
、
正
月
十
五
日
夜
出
廻
(
巻
十
一
〉
、
悼
子
(
程
二
十
四
)
、
元
日
一
〈
程
二
十
六
〉
、
新
婚
(
巻
二
十
八
〉
、
戊
子
正
月
二
十
六
日
夜
夢
(
各

ち
ょ
う

一
〉
、
五
月
二
十
四
日
過
高
郵
三
溝
ハ
省
三
十
三
て
な
ど
、
次
々
と
日
記
の
如
く
作
ら
れ
て
い
る
。
二
年
後
に
再
婚
し
た
弓
氏
を
樹
氏
と
呼

び
ま
ち
が
え
た
り
、
夜
謝
氏
の
夢
を
見
て
涙
を
な
が
し
た
り
す
る
ほ
ど
に
愛
着
が
深
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
綿
々
と
亡
妻
を
う
た
っ
た

「
戊
子
三
月
二
十
一
日
議
小
女
続
続
三
首
」
(
会
一

一
)
の
詩
で
悲
傷
す
る
よ
う
に
四
年
後
の
一

O
四

詩
人
は
他
に
例
を
見
な
い
。
さ
ら
に
、

八
年
に
は
娘
の
郡
稲
を
も
失
っ
た
の
で
あ
る
。

官
途
に
撃
一
み
な
く
、
家
族
を
次
々
と
泉
下
に
掃
し
た
彼
に
と
っ
て
残
さ
れ
た
も
の
は
二
つ
し
か
な
い
。
詩
と
潜
で
あ
る
。

ぉ

無
し
、
唯
一
泊
と
詩
と
を
噂
む
、
一
日
比
を
舎
け
ば
心
腸
悲
し
む
」
ハ
依
懇
和
永
叔
諮
飲
酒
)

君
嘗
諸
我
性
総
田
沼
又
復
謂
我
耽
於
詩
一
自
不
飲
情
領
惑

「
我
が
生
噌
む
所

い
、
ま
た

一
円
口
一
小
吟
無
所
第

¥
耳
目
戸
叔
以
詩
遺
諮
/

詩
欲
十
寸
一
翠
張
鼓
旗

f
N其
議
斡
一
二
十
〕

沼
能
針
表
忘
富
貴



沼
を
飲
む
の
は
衰
を
鈎
し
富
貴
を
忘
れ
る
た
め
で
あ
り
、
詩
を
作
る
の
は
、
戦
意
を
鼓
舞
す
る

i
西
宮
A

の
一
侵
入
に
針
す
る
j
の
で
あ
る
と
い

b
と

ま

さ

じ

よ

う

じ

よ

う

ぅ
。
詩
に
お
い
て
は
な
お
強
い
主
張
を
拾
て
て
い
な
い
が
、
「
人
心
本
務
を
好
む
に
、
世
事
方
に
援
一
段
た
り
」
〈
留
題
眺
陵
添
化
宅
伎
山
会
十
)

も

と

お

ご

じ

つ

い

と

「
図
よ
り
倣
り
て
往
か
ざ
る
に
非
ず
、
心
笈
に
援
媛
、
た
る
を
厭
え
ば
な
り
」
〈
永
叔
内
翰
見
過

も
と
関
静
を
好
み
、
騒
然
た
る
世
間
に
背
を
向
け
た
い
と
す
る
国
が
あ
る
。

一
五
卒
生
溺
以
文
字
柴

巻
五
十
五
)
と
一
一
一
一
口
う
如
く
、
彼
の
性
格
に
は
も
と

曾
未
恥
貧
賎
第

宮
雄
寸
進
賓
過
分
」

〈
途
中
等
上
向
掛
一
首
長
相
公

一十八〉

と
、
寸
迩
の
官
で
あ
っ
て
も
現
欣
に
甘
ん
じ
、
貧
乏
を
苦
に
し
ま
い
と
思
う
。
彼
に
と
っ
て
は
も
は
や
出

役
も
J

富
貴
も
無
縁
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
「
年
光
取
次
須
倫
賞
、
何
用
功
名
節
輿
態
」
(
依
韻
和
孫
都
官
倉
田
十
六
三
時
は
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ

い
ひ
ま
を
ぬ
す
ん
で
風
物
を
め
で
楽
し
も
う
。
出
世
し
て
節
や
旗
を
ふ
り
ま
わ
す
の
は
無
用
の
こ
と
だ
と
考
え
る
。
ま
た
「
山
一
旦
能

る
。
せ
い

以
口
腹

屈
節
事
豪
権
一
'
一
ハ
永
叔
婚
溜
)
と
い
う
自
負
を
持
っ
て
い
る
が
、
「
援
余
老
大
無
所
用

市
今
飲
酒
亦
復
少

白
髪
舟
舟
将
侵
殿

文
章
自
是
輿
時
背

妻
銭

寧
得
詩
書
鈎
白
日
量
級
富
貴
摩
車
内
天

を
如
何
ん
と
も
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
彼
は
は
会
々
老
い
A

佐
々
'
窮
し
な
が
ら
も
、
詩
作
に
己
を
打
ち
込
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

篤
生
橋
爪
な
路
、
時
求
領
一
秋
寸
〈
武
功
業
優
経
本
町
一
緯
複
数
九
州
衆
一
皆
少
笠
告
別
一
小
翁
溺
辛
苦
不
能
休
情
無
釆
者
人
名
山
道
(
一
一
…
川
崎
…
州
各
九
)

壬
安
石
の
一
一
一
一
口
の
如
く
、
約
霧
躍
は
詩
の
精
進
に
倦
む
こ
と
が
な
か
っ
た
c
多
く
の
者
が
若
い
時
に
は
気
鋭
で
あ
る
の
に
老
年
に
な
る
と
精
一
例
的

か
な

渓
え
を
見
せ
る
の
に
似
な
い
。
彼
の
精
一
例
的
パ
ッ
ク
ポ

i
γ

に
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
詩
の
存
在
使
館
を
信
じ
、
そ
れ
に
趨
う
詩
人
で

ヨμ
E
J

汚

E
h
一
応
父

戸
片
ノ
川
叫
ハ
ド
，
山
初
ハ
一
人
知
見

未
及
再
酌
腸
如
煎
」
〈
問
自
青
龍
豆
謝
師
藍

巻
十
〉
と
い
う
歎
き

( 60 ) 

あ
ろ
う
と
志
す
心
を
老
い
て
も
な
お
忘
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
詩
精
榊
は
、
上
述
の
如
き
種
々
の
磨
擦
に
よ
っ
て
卒
穏
な
姿
に
つ
つ

ま
れ
て
ゆ
く
。

玩
籍
・
陶
潟
明
へ
の
傾
到

上
述
の
如
き
栂
尭
慌
の
詩
鋭
か
ら
み
れ
ば
、
た
だ
ち
に
成
人
の
卒
淡
の
庭
を
皐
ぶ
と
い
う
こ
と
と
結
び
つ
き
難
い
。
次
に
こ
の
黙
を
考
え
て

み
よ
う
。

治
縦
慕
前
流

曾
未
三
数
人
(
韻
語
答
永
叔
内
翰

程
十
九
)
と
自
ら
一
一
一
日
う
如
く
、

は
多
く
の
先
行
詩
人
か
ら
詩
を
事
ぽ
う
と
し
た
c

彼



の
詩
集
に
散
見
す
る
そ
れ
ら
の
詩
人
を
m
本
げ
れ
ば
、
思
原
・
事
撤
・
一
百
康
・
庇
籍
・
陶
潜
・
飽
mm
…
・
宋
之
問
・
張
九
齢
・
李
金
・
社
前
・
李
賀

‘
玉
総
・
意
態
一
物
・
斡
愈
・
一
正
郊
・
張
籍
・
成
問
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
内
、
玩
陶
二
人
を
除
い
て
は
い
ず
れ
も
一
二
回
し
か
出
て
こ
な
い
。
ま

た
は
っ
き
り
と
こ
れ
ら
の
詩
人
の
作
品
を
模
倣
し
、

「
擬
:
:
:
」
と
題
し
て
い
る
も
の
は
、
玉
総
!
i
偶
然
作
ハ
者
一
一
一
〉

業
態
物
i
残
燈
、
韓
愈
i
射
訓
狐
〈
い
ず
れ
も
巻
十
二
)
の
諸
笹
川
で
あ

複
数
、
李
会
l

竹
窃
mm

風
、
宋
之
間
!
i
春
日
一
斜
線
花
庭
制
、
張
九
齢
i
一詠燕、

る
。
こ
れ
を
見
る
と
た
し
か
に
唐
詩
を
間
学
ん
だ
こ
と
は
分
る
が
、
そ
の
潤
象
は
決
し
て
卒
淡
の
詩
の
み
で
は
な
い
。
王
維
に
つ
い
て
も
布
の
二

篇
の
み
で
あ
り
、
そ
の
詩
を
比
絞
し
て
も
王
絡
を
宗
と
す
る
ほ
ど
に
、
傾
倒
し
て
い
た
と
い
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
模
倣
の
詩
は

な
ら

い
ず
れ
も
若
い
時
の
作
品
で
あ
り
、
特
定
の
詩
人
に
傾
倒
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
自
己
の
詩
譲
を
山
一
品
か
に
す
る
修
業
の
た
め
に
倣
っ
た
も
の
で

よ
り
深
く
傾
倒
し
、
折
に
ふ
れ
て
言
及
す
る
の
は
、
坑
籍
と
陶
淵
mm
の
二
人
な
の
で
あ
る
。

あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
詩
人
よ
り
も
、

玩
籍
に
つ
い
て
は
、

「
白
恨
の
歩
兵
法
一
告
が
久
し
き
部
一
(
結
叔
以
詩
選
一
相
次
其
額

bw一

と
呼
び
、
「
我
は
一
散
ず
民
公
の
詩
」
ハ
迭
達
観
静
部

舎
三
十
〉
と
玩
籍
の
詩
を
愛
読
し
、
さ
ら
に
一
致
庇
歩
兵
一
日
復
一
日
」
二
首
と
庇
詩
の
模
倣
も
し
て
い
る
。
「
詩
は
能
く
玩
籍
の
如
し
、

同

一

¥

衣

旗

印

中

捺

/

s

鏡
燦
に
椀
じ
ず
い
ぶ
側
一
刻
一
昨
片
野
i
各
十
七
」
と
も
一
一
一
一
向
う
。

玩
籍
は
事
識
が
深
く
、
こ
と
に
老
荘
の
療
に
活
じ
た
詩
人
で
あ
っ
た
。
歩
兵
校
尉
と
な
っ
、
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は

治
的
混
乱
の
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あ
っ
て
、
政

へ
の
演
り
や
、
人
生
の
歎
き
を
詠
綾
詩
に
一
一
部
い
こ
ん
だ
む
し
か
し
そ
の
詩
主
人
の
務
つ
に
よ
っ
て
腕
い
を
招
く
こ
と
を
さ
け

て
、
半
夜
な
表
現
を
と
ら
ず
、
曲
折
し
た
表
現
の
う
ち
に
深
い
内
容
を
ひ
そ
ま
せ
る
詩
法
を
取
っ
た
令
鎧
燃
の

に
評
し
て
い
う

源
子
出
小
雅
。
無
離
議
之
功
、
市
一
紘
一
機
之
作
、
可
以
陶
性
議
後
幽
忠
。
一
一
一
一
向
在
耳
目
之
一
内
、
情
寄
八
荒
之
表
。
洋
洋
乎
A
W

岡
子
風
雅
」
如
き
新
し
い

、
正
始
鐙
と
し
て
一
つ
の
時
代
様
式
に
ま
で
護
疾
し
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
は
こ
の
よ
う
な
玩
籍
の
詩
に
強
く
引
か
れ
た
の

で
あ
る
。
夜
坐

夜
坐
す
〈
径
五
十
六
〉

夜
久
方
議
荻

夜
久
し
く
し



穴
ム
堂
燈
燭
拐

務
業
有
暫
響

一
階
議
無
停
盤

カ
皐
不
信
州
巴

甘
{
質
旦
物
名

明
第
一
詠
懐
篇

選
想
玩
歩
兵

常
一
堂
に

燈
燭

明
ら
か
な
り

ド
牛
A
f
u
q

斗
者
魂
討

暫
く
響
き
有
り

}郡三食事日苦
かc にに虫
詠 i:l.ブ72
1安んめー主主
のじてを
第 百平停

を旦むむ
鶏なつをる
し名矯なな
にさし
絢きず
う}

こ
れ
は
切
僚
に
院
籍
の
一
詠
一
懐
詩
を
念
頭
に
お
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
八
十
二
首
の
う
ち
英
一
の
篤
に
倣
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

氏
歩
兵
を
想
う

う

( 62 ) 

陶
淵
切
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
そ
の
詩
に
引
か
れ
「
擬
陶
潜
止
溜
」
〈
巻
十
二
〉
「
擬
陶
鐙
三
首
」
ハ
程
二
十
四
)
を
作
っ
て
い

「
才
比
陶
潜

る
。
後
者
は
「
形
嫡
影
・
影
答
形
・
一
柳
務
」
の
詩
に
倣
っ
た
も
の
で
「
手
間
足
・
足
答
手
・
呂
棒
」
の
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

無
用
庭
」
(
依
讃
和
秩
夜
掛
月
程
十
一
〉
と
い
い
、
「
寧
従
陶
令
野
、
不
取
孟
郊
新
」
(
以
近
詩
賢
向
常
副
長
相
公
忽
有
酬

れ
ば
、
そ
の
人
、
そ
の
詩
に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

詩
本
道
情
性

程
二
十
八
)
と
い
う
の
を
見

不
須
大
政
務

昏
暁
在
淵
明
(
答
中
道
小
疾
見
容

程
二
十
四
〉

方
開
理
苧
務

と
い
う
誌
の
諮
り
、
格
発
疫
の
晩
年
の
詩
法
は
陶
淵
拐
を
源
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
見
て
く
れ
ば
、
既
・
陶
雨
詩
人
に
針
ー
す
る
姿
勢

と
、
他
の
詩
人
に
劉
す
る
そ
れ
と
は
、
は
っ
き
り
逢
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

戸
市
愛
陶
潜
還
控
遼

氏
家
仇
有
竹
使
嬬
i

一
(
依
議
和
馬
都
官
宿
綜
賛

各
三
十
六
)

と
言
う
よ
う
に

梅
実
直
は
会
窮
の
う
ち
に
老
年
を
迎
え
、

jjl1tミ

却
一
詠
締
去
来

世
俗
に
超
然
と
し
て
、
詩
沼
を
友
と
す
る
玩
・
陶
雨
詩
人
の
生
活
態
度
に
強
く
引
か
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
自
身
、

刈
薪
向
、
深
谷
」
(
国
家
一
時
〉
と
陶
淵
mm
の
態
度
に
倣
お
う
と
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
現
吠
に
甘
ん
じ
、
あ
く

「
我
開
誠
所
恕

徒
一
治
切
君



ま
で
も
官
に
あ
る
こ
と
を
止
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
庇
・
陶
を
追
慕
し
な
が
ら
つ
い
に
徹
底
し
得
な
か
っ
た
弱
さ
は
あ
る
が
、
庇
・
陶
へ
の

傾
倒
は
、
そ
の
詩
法
を
向
学
び
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
に
平
淡
の
詩
を
拓
か
せ
た
の
で
あ
る
。

四

卒
淡
の
論

格
発
患
は
、
表
現
美
偏
重
の
方
向
を
と
る
西
出
品
践
に
反
捜
し
、
詩
経
の
雅
額
の
如
き
詩
を
理
想
と
し
た
。
詩
は
世
に
お
い
て
雅
磁
の
如
、
き
存

在
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
詩
磁
を
中
心
に
も
つ
の
で
あ
る
が
、
彼
に
お
い
て
は
、

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
宋
人
は
多
く
「
主
意
従
詞
」
の
立
場
を
取
る
が
、
格
発
症
は
表
現
主
義
に
も
達
意
主
義
に
も
備
し
な
い
。
雨
者
の
調

の
道
関
学
者
の
よ
う
な
達
意
主
義
を
傑
拐
す
る
こ
と

和
を
良
し
と
す
る
立
場
で
あ
っ
た
。
欧
間
断
修
に
諮
っ
た
言
葉
に
そ
れ
が
よ
く
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

袈
食
嘗
語
予
向
、
一
一
付
家
雄
一
埠
意
、
稲
造
語
亦
難
。
若
意
新
語
工
、
得
前
人
所
未
道
者
斯
倍
加
善
也
Q

必
能
欣
難
潟
之
索
、
如
在
目
前
、
合
不
登

之
意
、
見
於
一
一
一
一
口
外
、
然
後
潟
至
尖
0

2
ハ一一一一吋話)

内
容
と
向
じ
く
表
現
も
大
切
で
あ
る
。
表
現
に
新
し
い
創
，
造
を
加
え
て
こ
そ
詩
人
な
の
で
あ
る
c

描
寓
し
が
た
い
よ
う
な
針
象
を
描
い
て
限
前

めり

に
努
裁
と
さ
せ
、
っ
き
せ
ぬ
深
い
含
蓄
の
あ
る
詩
、
そ
れ
こ
そ
秀
れ
た
詩
で
は
な
い
的
。
こ
う
考
え
る
理
想
の
詩
を
、
栴
発
足
は
陶
淵
明
の
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に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

彼
は
か
つ
て
、
詩
は
就
舎
の
批
評
で
あ
る
べ
き
と
信
じ
、
世
の
矛
盾
し
た
姿
を
リ
ア
ル
に
激
し
た
言
葉
で
う
た
っ
た
o

ま
た
「
哀
し
み
て
保

ま
ず
」
と
い
う
孔
子
の
一
一
一
一
口
に
反
し
て
、
悲
哀
の
極
を
も
あ
ら
わ
に
う
た
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
静
か
に
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
き
、
昨
の

axv

い

そ

非
な
り
し
を
悟
る
の
で
あ
る
。
一
一
討
は
本
と
情
性
を
道
う
も
、
核
の
撃
を
大
に
す
る
を
須
い
ず
、
方
に
理
の
卒
淡
を
開
く
べ
し
、
昏
療
は
淵
切

に
あ
り
」
と
。
大
設
に
う
た
う
必
要
は
な
い
。
こ
り
す
ぎ
た
表
現
は
か
え
っ
て
内
容
を
不
在
に
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
深
い
思
想
を
飾

り
遇
、
ぎ
ぬ
的
確
な
一
一
言
葉
で
表
現
し
よ
う
。
そ
う
額
ぷ
ノ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
む
よ
う
な
詩
法
を
玩
籍
・
陶
淵
拐
に

だ
の
で
あ
る
。
彼
等
を

閥
単
な
る
騒
逸
詩
人
と
し
て
で
は
な
く
、
蘇
載
が
「
其
一
一
一
対
質
一
間
寅
続
、

と
見
ぬ
い
た
茄
を
椀
一
一
従
箆
も
ま
た
認
め

で

傾
倒
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
詩
を
彼
は
「
卒
淡
」
と
呼
ぶ
。



微
生
守
貧
賎

文
学
出
肝
際

〈中略〉

国
吟
遜
情
性

檎
欲
到
一
午
淡
(
依
出
掛
和
田
設
相
公

巻
二
十
)

惟
造
平
淡
難

こ
う
し
た
晩
年
の
詩
を
梅
詳
の
特
色
と
し
て
、

「
護
食
詩
工
於
卒
淡
、
自
成
一
家
」
(
若
渓
漁
態
)
と
ま
で
一
ヤ
一
口
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
卒
淡
は
患
に
卒
易
な
表
現
、
わ
か
り
や
す
く
さ
ら
っ
と
し
た
表
現
の
意
味
で
は
な
い
。
ま
た
議
者
の
心
境
や
身
法
難
事
を
内
容
と

す
る
意
味
で
も
な
い
。
作
者
の
針
象
に
糾
問
す
る
姿
勢
を
基
盤
と
し
て
、
そ
こ
に
構
成
さ
れ
た
作
品
全
畿
の
も
つ
姿
、
内
容
と
表
現
が
〕
調
和
し
、

一
般
と
な
っ
た
作
品
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
梅
葉
区
に
始
ま
り
宋
詩
の
一
様
式
と
し
て
多
く
の
詩
論
を
生
ん
だ
「
卒
淡
」
に
つ
い
て
は
か
つ

て
論
及
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
要
は
、
コ
右
い
墳
に
貧
欲
に
奴
牧
し
た
様
々
の
も
の
が
、
年
と
と
も
に
段
々
と
熟
し
て
確
か
な
も
の
だ
け

が
結
晶
し
て
く
る
つ

。コ

に
似
た
過
程
を
詩
も
あ
ゆ
む
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

一
見
組
硬
な
か
ら
に
被
わ
れ
な
が
ら
、
内
面

に
は
美
味
な
も
の
を
充
笈
さ
せ
て
い
る
姿
を
詩
の
浬
想
と
考
え
る
つ
華
麗
な
表
現
を
排
し
、
地
味
な
卒
易
素
朴
な
こ
と
ば
で
、
斧
撃
の
痕
を
と

ど
め
ぬ
表
現
を
と
り
な
が
ら
、
そ
の
内
面
に
は
不
設
の
深
い

こ
め
よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
形
の
詩
を
卒
淡
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ

( 64 ) 

る
」
と
考
え
、
そ
の
典
型
を
陶
淵
明
、
柳
宗
一
冗
の
詩
に
求
め
る
の
で
あ
る
。

卒
淡
に
つ
い
て
古
川
孝
次
郎
博
士
は
こ
う
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
卒
淡
と
は
ま
さ
に
卒
静
の
い
い
で
あ
る
。
卒
静
は
、
退
去
の
詩
、
こ
と
に

唐
詩
の
激
情
、
が
、
あ
る
い
は
作
ら
れ
た
激
情
と
な
り
、

マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
さ
え
お
ち
い
っ
た
の
を
幼
く
感
じ
、
そ
れ
へ
の
反
援
と
い
う
、
消
極

的
な
動
機
か
ら
も
生
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
意
識
的
に
そ
れ
を
求
め
た
の
は
、

ょ
っ
核
緩
的
な
致
問
択
を
め
、
ざ
し
て
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
卒
静

な
心
一
援
に
よ
っ
て
、
人
間
の
多
間
的
な
姿
を
、
多
角
的
に
、
こ
ま
か
に
、
き
め
こ
ま
か
く
把
握
し
、
表
現
す
る
。
そ
れ
が
少
く
と
も
梅
実
慌
の

場
合
に
は
、
ね
が
い
で
あ
っ
た
。
ハ
中
略
〉
一
平
静
は
、

た

だ

の

平

静

で

は

な

い

。

こ

ま

か

な

観

察

を

た

く

わ

、丹

ue

え
、
生
む
た
め
で
あ
り
、
熱
情
は
卒
静
の
う
ち
に
ひ
そ
む
」
「
そ
の
詩
は
一
牛
淡
を
モ
ッ
ト
ー
a

と
す
る
ゐ
し
か
し
卒
淡
は
磨
擦
の
の
ち
に
獲
得
さ

、引

HM，

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
は
鋭
敏
で
繊
細
な
榊
絞
の
も
ち
ぬ
し
で
あ
っ
た
一
と
♀
し
ず
か
な
熱
情
の

ふ
の
マ
〈
V
O

、
ノ
い
い
平
J

マ
泊
、

刀
V
三
斤
村
、
引

μ

々
の
焼
擦
を
経
た
の
ち
に
卒
淡
に
到
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
先
述
の
逸
り
で
あ
る
。
ま
た
彼
法
、
他
の
詩
人
が
文
や



認
に
も
力
を
ふ
り
む
け
、
詩
人
と
呼
ぶ
よ
り
も
文
人
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
の
に
小
き
か
え
、
純
粋
な
詩
人
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
そ
し
て
停
統

的
詩
意
識
か
ら
出
裂
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
新
し
い
表
現
を
生
み
だ
そ
う
と
努
力
し
た
c

そ
こ
に
生
ま
れ
た
の
が
平
淡
な
の
で
あ
る
。
激
情
に
僻

い
、
大
盤
に
う
た
っ
た
り
、
文
章
の
美
を
第
一
義
と
信
じ
、
そ
の
造
型
に
骨
身
を
け
ず
る
と
い
う
行
き
方
'
を
超
え
る
と
、
冷
静
な
限
で
じ
っ
と

見
据
え
、
把
握
し
た
異
質
を
、
透
明
な
文
章
に
よ
っ
て
、
議
者
に
針
国
さ
せ
よ
う
と
願
う
よ
う
に
な
る
。
平
淡
と
は
こ
の
よ
う
に
透
明
度
の
高

い
表
現
を
と
り
な
が
ら
、
奥
深
い
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
水
が
深
く
な
れ
ば
そ
の
底
を
あ
ら
わ
に
し
な
い
さ
ま
に
た
と
え
ら
れ
ょ
う
か
。

み
み
ず

そ
の
冷
静
な
限
は
、
自
常
的
な
も
の
の
細
部
に
ま
で
侵
透
し
て
行
く
。
そ
の
針
象
は
時
に
誌
や
抵
矧
や
蛇
に
ま
で
お
よ
ぶ
が
、
こ
こ
で
は
夜

と
な
り
の
唱
に
耳
を
か
た
む
け
る
詩
を
表
現
の
紙
密
さ
の
例
と
し
て
翠
げ
て
み
よ
う
。

夜
階
部
都
家
唱

夜
中
未
成
謀

術
榊
歌
問
所
稀

想
像
朱
震
動

努
第
梁
麗
飛

設
節
態
倫
一
笑

織
襟
超
披
衣

披
衣
曲
己
終

箇
月
存
徐
瞭

T吏
i鉾

の
歌未隣
はた策
関探究ゐ
くり 11昌
にをろ
稀字成会
かさ聴
きずく
{) -
所返

十
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夜
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朱
躍
の
動
く
を
想
像
し

衣窃主節梁
をか喝を i霊
披かに誤の
く聴きり飛
れかてぶ
ばん!産主を
i出と v二、努
己主起た{命ま諸
にちかす
粍てに
り衣笑
たをう
ワ 披かな
く，る

Iえ

し

窓
月

余
簡
を
存
す

李
白
が
「
春
夜
洛
城
に
笛
を
開
く
」
越
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。

「
ひ
ょ
う
し
を
間
違
え
て
そ
っ
と
笑
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
っ
そ
っ
開
聞
い
て

や
ろ
う
と
起
き
出
し
て
着
物
を
は
お
っ
た
が
、
着
物
を
は
お
っ
た
と
患
っ
た
ら
歌
は
も
う
移
っ
て
い
る
」
な
ど
は
従
来
日
汗
の
素
材
に
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
う
た
っ
て
、

し
か
も
表
現
は
き
め
こ
ま
か
く
新
し
い
。

「
聖
食
嘗
一
戸
、
詩
句
義
理
難
遇
、
語
捗
浅
裕
市
可
笑
者
、
亦
茶



府
也
」
〈
ム
ハ
一
詩
話
)
と
a

意
識
す
る
故
に
、
浅
俗
に
お
ち
い
ら
ぬ
程
度
に
平
易
な
表
現
を
取
っ
て
い
る
。

め
て
い
た
」
と
い
う
結
び
は
徐
・
識
が
あ
っ
て
味
わ
い
深
い
句
で
あ
る
。

梅
発
慌
の
詩
を
-
許
し
て
、
欧
間
防
修
は
次
の
よ
う
に
ニ
一
一
向
う
。

梅
裁
事
情
切

石
謁
敵
襲
瀬

作
詩
三
十
年

税
我
浴
後
輩

文
詞
愈
務
新

心
意
縦
老
大

山
川
市
如
妖
部
女

老
自
有
徐
態

近
詩
尤
古
破

託
尋
吋
奇
住
司
反

則
ぽ
川
川
2

↓i
ト
サ
山
内

.mm

初
如
食
撤
椀

長
旅
久
愈
荘

若草
翁

懇話二
瀬切
にを

激iT 
く、、し

石
橘

ゴ
ゆ
二

r'

ん

)
1
1て
I

L
l
-
王ロ

年

我
を
視
る
こ
と
強

後
輩
の
ご
と
し

文
詞

愈
い
よ
滑
新
な
り

心
意
老
ゆ
と
雌
も

大
な
り

替
え
、
は

妖
部
た
る
女
の

間近老
H爵詩い
すて
る尤~ 1き
!C Vこら
i猿主古余
し磁態
難に有
きしる
にてが
苦如
しし
む

初
め
は

撤
椀
を
食
う
が
如
し

し
ぶ
さ
、
(
水
谷
夜
行
容
子
襲
取
一
一
命
〉

縮
問
味
久
し
く
し
て
愁
い
よ
在
り

か
む
ほ
ど
に
味
の
出
て
く
る
の
が
、
卒
淡
な
梅
詩
の
特
色
で
あ
る
と
。

ネf立
.---， .. 
万苛・

0) 

特
色
を
論結
ず
る
場
メ〉、
lコ

五

そ
の
詩
を
分
析
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
り
、
源
流
を
考
え
る
場
合
も
、
先
人
と
橋
義
思
の
詩
を
比
較
分
析
す

「
窓
の
月
が
か
す
か
な
輝
き
を
と
ど
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を
繁
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
論
述
に
は
大
襲
名
/
く
の
紙
数
を
要
す
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
小
論
に
お
い
て

は
、
そ
の
結
論
と
な
る
こ
と
を
、
梅
発
誌
の
詩
句
を
中
心
に
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

元
来
、
中
閣
の
詩
人
に
は
、
世
を
凝
税
し
、
時
勢
を
憤
り
、
常
に
枇
A
W
同
の
批
判
を
め
ざ
す
詩
人
と
、
一
反
割
に
、
世
に
背
を
向
け
て
時
勢
に
煩

べ
き
で
あ
ろ
う
c

私
も
そ
の

わ
さ
れ
ぬ
静
澄
な
世
界
に
入
り
こ
ん
で
し
ま
お
う
と
す
る
詩
人
と
が
あ
る
。
た
い
て
い
は
こ
の
こ
つ
の
姿
勢
に
分
類
さ
れ
る
が
、
中
に
は
、
後

者
を
主
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
場
か
ら
世
を
に
ら
ん
で
い
る
限
去
を
失
わ
ぬ
、
雨
者
を
交
錯
さ
せ
た
詩
人
も
い
る
。
陶
淵
明
が
そ
う
で
あ
り
、

陵
激
が
非
憤
激
昂
と
関
越
細
拭
の
二
屈
を
も
つ
の
も
そ
の
例
で
あ
る
。
宋
の
詩
人
に
は
そ
の
よ
う
な
姿
勢
を
求
め
る
も
の
が
あ
/
い
が
、
梅
尭
臣

も
そ
の
一
人
で
あ
り
、
先
縦
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
た
だ
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
徹
底
出
来
た
か
は
、
問
題
で
あ
る
が
、
格
発
直
の

評
債
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

一証

1

「
栄
詩
概
説
」
中
関
詩
人
選
集
二
集
1
0

2

「

梅

義

直

」

解

説

向

右

つ

も

な

お

「

東

方

向

学

報

」

ム

ハ

如

に

も

、

い

る

が

、

未

見

で

あ

る

。

3
宛
段
先
生
集
は
六
十
舎
で
、
容
一
よ
り
を
二
十
三
ま
で
が
洛
陽
時
代
よ
り
晩
年
ま
で
ほ
ぼ
続
年
に
集
め
ら
れ
て
お
り
、
の
栴
三
十
四
か
ら
各
五
十
九
ま
で
が
、

四
十
六
歳
ょ
っ
晩
年
ま
で
の
詩
を
集
め
て
あ
る
。
こ
れ
も
ほ
ぼ
続
年
で
あ
る
。

4

「
注
孫
子
十
三
倍
戸
一
「
搭
載
記
二
十
六
巻
」
「
毛
詩
小
樽
二
十
巻
」
な
ど
が
あ
っ
、
五
十
八
歳
の
時
に
は
「
新
麿
書
」
の
編
纂
に
も
加
わ
っ
て
い
る
。
な
お

孫
子
の
註
は
、
梅
発
足
が
一
一
一
十
八
歳
の
時
、
政
府
の
軟
弱
外
交
を
攻
践
す
る
意
闘
で
警
か
れ
た
も
の
で
、
「
十
一
家
洋
一
孫
子
」
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

5
朱
東
潤
氏
は
「
陵
瀞
研
究
」
の
陸
滋
和
梅
盛
山
患
の
項
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
詩
か
ら
梅
発
患
の
批
禽
意
識
を
高
く
許
貸
し
、
中
年
以
後
は
盟
勢
の
安
定
と
自

身
の
老
衰
の
た
め
に
卒
淡
に
向
っ
た
と
説
い
て
い
る
。

8
序
文
の
最
後
に
騒
騒
六
年
三
月
と
あ
る
。
こ
れ
民
梅
発
医
が
四
十
五
哉
の
一
時
に
嘗
る
。

7
王
安
石
の
弟
は
謝
諒
の
孫
娘
を
婆
り
、
資
庭
竪
は
謝
撲
の
孫
の
紫
初
の
娘
を
妥
っ
て
い
る
。
ま
た
景
初
と
欧
陽
修
は
と
も
に
荷
怪
の
娘
姉
妹
を
怒
っ
て
い
る

の
で
中
ゆ
る
0

8
梅
発
庄
が
論
を
名
言
と
し
、
梅
詩
の
「
沙
鳥
君
来
授
、
雲
山
愛
後
移
z

一
や
「
秋
一
雨
生
政
水
一
鳥
風
落
顕
桔
'
一
の
句
は
寓
し
難
、
J
J
C

削
一
応
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、

「
危
杭
准
上
去
古
木
海
逃
秩
」
や
「
江
水
幾
経
歳
挙
中
無
紅
旗
」
の
勾
は
含
蓄
の
例
で
あ
る
と
韻
語
陽
秩
に
ニ
一
一
口
う
。

9
宋
詩
論
に
み
る
「
卒
淡
の
健
」
に
つ
い
て
!
東
京
教
育
大
挙
「
漢
文
事
愈
々
刊
誌
ご
一
十
続
。

刊

宋

詩

概

説

ひ

印

。

日

向

上

n
p
m
町。

(
大
間
半
院
博
土
課
程
)
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